
備
後
国
安
那
郡
勝
田
本
庄
の
粟
根
氏
と
杉
原
盛
重

①
新
史
料
発
見

福
山
地
方
の
地
誌
と
し
て
、
『備
陽
六
郡
志
』

・
『西
備
名
区
』

・
『福
山
志
科
』

が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
水
野
家
の
家
臣
吉
田
彦
兵
衛
が
編
纂
し
た

『水

野
記
』
は
、
存
外
知
ら
れ
て
い
な
い
。

先
年
、
京
都
賀
茂
社
の
分
霊
を
奉
祀
し
て
い
る
加
茂
町
芦
原
の
、
賀
茂
神
社
石
井

良
枝
官
司
か
ら
、
神
邊
町
新
徳
田
四
九
六
番
地
の
徳
永
靭
馬
宮
司
家
に
伝
え
ら
れ
て

い
る
古
文
書
、
表
紙
に

『備
後
国
安
那
郡

・
社
領
寺
領
』
と
書
か
れ
た
本
の
コ
ピ
ー

を
見
せ
て
頂
い
た
、　
一
見
し
て
内
容
は
、
島
原
合
戦
の
翌
年
に
当
る
寛
永
十
六
年
、

水
野
氏
が
領
内
の
町
村
か
ら
提
出
さ
せ
た

「水
野
記
』
の
寺
社
領
と

一
致
し
、
安
那

郡
の
寺
社
領
を
福
山
役
所
に
提
出
し
た
時
の
控
え
の
資
料
で
、
同
書
は
安
那
郡
寺
社

の
旧
記
を
記
し
た
福
山
領
内
最
古
の
史
料
で
あ
る
。

各
郡
か
ら
提
出
さ
れ
た
寺
社
領
は
、
『水
野
記
』
の
巻
十
三

・
巻
十
四
に
、
文
章
を

簡
潔
に
し
て
記
さ
れ
て
お
り
、
寺
社
の
書
か
れ
て
い
る
順
位
は
両
書
と
も
略

一
致

し
、
寺
社
の
中
に
は
権
威
を
高
め
る
た
め
創
立
を
実
際
よ
り
古
く
記
し
、
ま
た
、
毛

利
氏
が
支
配
し
て
い
た
天
正
十
九
年

（
一
五
九

一
）
頃
に
は
安
那
郡
の
寺
社
領
高

（郡

小

林

定

市

加茂町芦原 加茂神社
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内
の
全
て
の
寺
社
領
は
年
貢
免
除
対
象
外
の
田
畠
）
は
零
で
あ

っ
た
が
、
十
年
後
に
入

部
し
た
福
島
正
則
に
依
っ
て
寺
社
領
が
没
収
さ
れ
た
と
す
る
記
録
も
多
く
見
ら
れ
た
。

②
勝
田
本
庄
の
残
影

従
来
、
加
茂
町
の
中
世
を
推
定
す
る
史
料
は
存
外
知
ら
れ
て
い
な
い
が

『備
後
国

安
那
郡

・
社
領
寺
領
』
の
粟
根
村
と
芦
原
村
に
は
次
の
記
載
が
見
ら
れ
る
。

〔寛
永
拾
六
年
、
２

六
三
九
）
安
那
郡
粟
根
村
林
光
院
寺
領
〕

御
定
と
し
て
言
上

一
礼

一
、
備
後
国
安
那
郡
賀
茂
の
内
栗
根
村
、
清
江
山
林
光
院
寺
領
分
の
事
。

一
、
百
貫
の
寺
也
、
彼
の
寺
賀
茂
大
明
神
、
京
よ
り
御
下
向
の
時
、
栗
根
長
門
守

と
申
す
仁
御
共
仕
り
来
る
。
則
ち
其
の
菩
提
所
也
。
然
れ
ど
も
、
明
徳
年
中

二
火
事
二
相
申
し
伝
え
候
。
其
の
後
應
永
八
年
二
又
建
立
仕
り
候
。

一
、
田
畠
三
町
六
段
付
き
毛
利
殿
代
ま
で
御
座
候
。
福
島
左
衛
門
大
夫
殿
御
取
り

上
げ
成
さ
れ
候
故
鎮
守
伽
藍
破
滅
仕
り
候
。
右
は
賀
茂
中
の
古
所
二
て
御
座

候
。
御
定
に
任
せ
傷
っ
て
件
の
如
し
。

寛
永
拾
六
年
如
∠
二
月
十
二
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
林
光
院

福
山
御
奉
行
衆

〔寛
永
拾
六
年
、
安
那
郡
芦
原
村
賀
茂
神
社
社
領
〕

御
定
に
任
せ
言
上

御
領
分
安
那
郡
賀
茂
芦
原
村

加茂町粟根 大林寺 (元林光院 )
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大
明
神

八
幡
宮

右
両
社
は
清
和
天
皇
の
御
時
、
貞
勧
六
年
の
御
建
立
、
其
の
時
の
御
社
領
と
し
て
、

百
弐
拾
貫
御
座
候
よ
し
語
り
伝
え
申
し
候
。
其
の
以
後
度
々
大
破
仕
り
候
虎
を
、

民
子
共
い
と
な
み
に
て
建
立
仕
り
、
毛
利
殿
へ
御
訴
訟
を
申
し
上
げ
、
御
社
領
四

拾
八
町
御
付
け
下
さ
れ
候
。
然
り
と
い
え
ど
も
、
福
島
左
衛
門
大
夫
様
御
入
国
よ

り
社
領
御
座
無
く
候
故
、
五
社
こ
と
ご
と
く
破
損
の
仕
合
二
御
座
候
。

傷
っ
て
件
の
如
し
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
賀
茂
三
ケ
村

寛
永
拾
六
年
如
∠
二
月
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
主

福
山
御
奉
行
衆

∩
備
後
国
安
那
郡

。
社
領
寺
領
し

栗
根
村
の
林
光
院
は
、
賀
茂
大
明
神
の
庄
園
役
人
粟
野
長
門
守
の
菩
提
寺
で
、
現

在
林
光
院
と
称
す
る
寺
院
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
林
光
院
は
寛
文
の
終
り
頃

（
一
六

七
二
）
か
ら
延
宝
初
期
の
頃
に
寺
名
を
大
林
寺
と
改
め
て
い
る
。

大
明
神
と
は
、
賀
茂
神
社
の
事
で
同
神
社
の
古
記
録
に
依
る
と
、
寛
永
十
八
年
三

月

（
一
六
四

一
）
か
ら
元
禄
二
年

（
一
六
八
九
）
迄
の
四
八
年
間
、
賀
茂
大
明
神
の

社
号
を
加
津
田
大
明
神
と
称
し
て
い
て
、
加
津
田
と
は
勝
田
本
庄
の
遺
名
と

一
致
す

る
所
か
ら
、
賀
茂
の
地
に
は
庄
園
名
が
神
社
の
神
号
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
時
代

も
あ

っ
た
。
勝
田
庄
に
賀
茂
大
明
神
が
勧
請
さ
れ
た
時
期
は
、
明
徳
年
中

（
一
三
九

〇
‐九
三
）
と
記
し
て
い
る
が
、
実
際
は
ま
だ
古
い
時
代
に
湖
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

大
明
神
は
、
賀
茂
三
ケ
村
の
神
社
で
あ
っ
た
と
記
し
て
あ
る
が
、
三
ケ
村
と
は
粟

根
村

・
芦
原
村

・
中
野
村
の
三
ケ
村
の
事
で
、
同
書
に
賀
茂
村
と
村
名
を
付
け
ら
れ

た
上
賀
茂
村
と
下
賀
茂
村
に
は
、
新
宮
大
明
神
と
蔵
之
宮
大
明
神
の
村
社
が
存
在
し

て
い
た
、
中
世
に
賀
茂
と
呼
称
さ
れ
た
の
は
粟
根
村

・
芦
原
村

・
中
野
村
の
三
ケ
村

で
、
近
世
初
頭
に
賀
茂
の
村
名
を
冠
せ
ら
れ
た
、
上
賀
茂
村
と
下
賀
茂
村
の
明
神
の

条
に
は
、
中
世
京
都
の
賀
茂
社
に
関
連
し
て
い
た
事
項
の
記
載
は
全
く
見
ら
れ
な
い
。

そ
の
他
、
粟
根
村
の
日
蓮
宗
妙
永
寺
と
、
声
原
村
の
真
言
宗
法
光
寺
も
寺
歴
を
提
出

し
て
い
る
が
、
勝
田
本
庄
と
関
連
す
る
記
録
は
見
当
た
ら
な
い
。

③
勝
田
庄
か
ら
勝
田
本
庄

芦
田
川
の
河
日
か
ら
北
方
に
向
か

っ
て
、
二
〇
ｋｍ
余
り
支
流
賀
茂
川
を
湖
る
と
、

勝
田
本
庄
に
比
定
さ
れ
る
、
加
茂
町
の
賀
茂
神
社
が
鎮
座
し
て
い
る
。
地
形
か
ら
想

定
す
る
と
上
賀
茂
村

・
下
賀
茂
村

・
北
山
村
等
も
、
後
年
勝
田
本
庄
に
続
い
て
開
発

さ
れ
た
庄
園
と
想
定
さ
れ
る
。

立
庄
の
時
期
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
が
、
寛
治
四
年

（
一
〇
九
〇
）
七
月
十

三
日
、
朝
廷
よ
り
京
都
賀
茂
御
祖
社

（下
鴨
神
社
）
に
寄
進
さ
れ
た
、
庄
園
十
九
ケ

所

・
御
厨
九
ケ
所
の
う
ち
に

「備
後
国
勝
田
庄
　
田
地
四
十
町
」
が
見
ら
れ
る
。

寄
進
さ
れ
て
か
ら
三
九
三
年
経
過
し
た
、
文
明
十
五
年

（
一
四
人
三
）
に
な
る
と
、

鴨
社
前
禰
宜
鴨
祐
久
は
廃
さ
れ
、
鴨
祐
長

（河
合
社
禰
宜
）
に
遺
跡
と
勝
田
本
庄

（他

三
ケ
庄
）
が
安
堵
さ
れ
て
い
る
。
後
土
御
門
天
皇
の
側
近
大
納
言
甘
露
寺
親
長
は
そ

の
日
記
、
「親
長
卿
記
』
に
次
の
様
に
記
し
て
い
た
。

〔文
明
十
五
年
、
■

四
八
三
）
博
奏
奉
書
案
〕
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鴨
社
河
合
禰
宜
祐
長
申
す
、
備
後
国
勝
田
本
庄
（他
三
ケ
庄
）
営
知
行
の
旨
に
任

せ
、
領
知
せ
し
む
可
の
由
、
綸
旨
に
書
き
遣
わ
さ
る
可
の
由
、
仰
せ
下
さ
れ
候
也
、

謹
言
。（文

明
十
五
年
）
五
月
廿
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
親
長

蔵
人
辮
殿

翁
大
日
本
史
料
』
『親
長
卿
記
し

勝
田
庄
は
益
々
発
展
し
て
い
た
様
で
、
新
庄
が
あ

っ
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る

が
、
本
庄
と
記
さ
れ
て
い
る
事
は
本
庄
の
地
が
最
初
に
開
発
さ
れ
た
土
地
で
、
庄
内

開
発
の
本
拠
と
な
り
、
更
に
周
辺
部
に
庄
園
が
拡
大
し
て
い
た
事
を
意
味
す
る
。
続

い
て
梨
木
祐
平
に
鴨
祐
長
の
遺
跡
と
勝
田
本
庄
が
安
堵
さ
れ
る
。

〔長
享
二
年
、
２

四
八
八
）
宣
秀
御
教
書
案
〕

鴨
社
前
禰
宜
祐
長
の
遺
跡
井
び
に
営
社
領
備
後
国
勝
田
本
庄
、
（他
三
ケ
庄
）等

の
事
、
故
祐
有
卿
譲
典
の
旨
に
任
せ
、
代
々
の
相
博
営
知
行
相
違
有
る
可
か
ら
ず

導

天
気
ぽ
の
如
し
、
れ
を
だ
邸
で
腱
デ
。

長
享
二
年
三
月
十
八
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
左
少
辮
判

比
良
木
社
新
権
祝
館

亀
大
日
本
史
料
し

現
在
迄
の
と
こ
ろ
、
長
享
二
年
以
後
の
史
料
が
判
明
し
て
い
な
い
事
か
ら
、
鴨
社
の
支

配
が
何
時
迄
続
い
て
い
た
の
か
明
ら
か
に
で
き
な
い
。

④
粟
根
長
門
守
は
実
在
人
物

周
防
国
山
代
大
屋
村

（山
口
県
玖
珂
郡
美
和
町
）
の
河
内
明
神
の
神
職
を
勤
め
て

い
た
、
粟
根
某
の
次
男
山
代
屋
孫
右
衛
門

（古
郷
の
地
名
を
用
い
て
屋
号
を
山
代
屋

と
名
乗
る
）
は
、
明
歴
三
年

（
一
六
五
七
）
広
島
城
下
東
柳
町
に
移
住
し
て
商
人
と

な
っ
た
。

其
の
山
代
屋
孫
右
衛
門
の
子
孫
に
依

っ
て
、
先
祖
が
賜
わ
り
、
伝
来
し
た
文
書
十

一

通
が

（『知
新
集
』
七
）
に
写
さ
れ
て
い
た
。
最
も
古
い
文
書
に
は
、
栗
根
村
村
名
の

遠
因
な
っ
た
、
粟
根
長
門
守

（生
没
年
未
詳
）
の
自
筆
譲
状
が
残
さ
れ
て
い
た
。

鴨
社
か
ら
派
遣
さ
れ
た
領
主
の
代
官
、
粟
根
氏
に
依
る
現
地
支
配
は
功
を
奏
し
、
定

着
性
を
強
め
て
い
た
様
で
、
現
地
の
庄
官
粟
根
長
門
守
雅
包
の
譲
状
に
は
、
地
名
の

記
載
こ
そ
見
当
た
ら
な
い
も
の
の
、
勝
田
本
庄
以
外
の
地
は
全
く
想
定
さ
れ
な
い
文

書
で
あ
る
。

〔永
正
十
八
年
、
２

五
二

一
）
勝
日
本
庄
庄
官
職
、
栗
根
長
門
守
雅
包
譲
状
〕

祖
父
道
善
入
道
其
□
□
譲
り
状
の
旨
に
任
せ
申
し
渡
す
所
実
也
、　
註
文
別
紙
こ

れ
在
　
相
違
無
く
御
抱
え
有
る
べ
く
候
、
此
の
内
を
以
っ
て
御
神
役

・
諸
公
事
等

の
儀
は
、
先
規
の
如
く
勤
め
申
さ
る
可
く
候
、
然
る
間
別
し
て
御
等
閑
無
く
候
ら

は
ば
本
望
に
候
、
傷
っ
て
状
件
の
如
し
。
　
　
　
　
　
　
長
門
守

永
正
拾
八
年
二
月
十
六
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雅
包

（花
押
）

栗
根
助
七
殿
ま
い
る

亀
知
新
集
』
七
）
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こ
の
粟
根
氏
に
関
す
る
初
見
史
料
は
、
栗
根
長
門
守
雅
包
が
子
息
助
七
に
宛
て
た

も
の
で
、
「祖
父
道
善
入
道
其
の
方
え
譲
り
状
」
と
記
し
て
い
る
が
、
道
善
入
道
は
長

門
守
雅
包
の
祖
父
で
は
無
く
て
父
に
当
る
人
物
と
考
え
ら
れ
、
助
七
に
と

っ
て
は
祖

父
に
当
る
人
物
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
粟
根
長
門
守
雅
包
は
勝
田
本
庄
を
本
拠

と
し
た
庄
官
で
あ
っ
た
こ
と
は
ほ
ぼ
確
実
で
あ
る
。

道
善
入
道
の
譲
り
状
の
内
容
は
不
明
で
あ
る
が
、
長
門
守
雅
包
は
庄
官
職
を
譲
る

に
当

っ
て
、
子
息
助
七
が
道
善
入
道
の
庄
園
運
営
方
針
に
沿

っ
て
、
末
永
く
庄
官
職

を
続
け
る
こ
と
に
期
待
し
て
、
（当
時
農
村
で
は
年
の
初
め
や
庄
官
の
替
り
目
に
、
庄

官
は
農
民
と
共
に
神
々
の
祭
り
を
行

っ
て
い
た
。
）
神
官
と
し
て
の
勤
め
や
諸
税
等
に

つ
い
て
は
旧
規
の
通
り
、
職
務
を
真
面
目
に
遂
行
し
て
く
れ
る
事
を
心
か
ら
望
ん
で

い
た
。
栗
根
氏
の
勝
田
本
庄
庄
官
職
補
任
状
が
残
さ
れ
て
い
な
い
事
か
ら
、
何
時
の

時
代
か
ら
庄
官
に
補
任
さ
れ
て
い
た
か
詳
し
い
事
は
分
か
ら
な
い
が
、
最
初
に
補
任

さ
れ
た
の
は
長
門
守
勝
包
で
な
く
て
道
善
入
道
か
そ
れ
以
前
の
人
物
で
あ

っ
た
。

⑤
粟
根
助
七
合
戦
に
参
加

備
後
国
で
は
、
応
仁
の
乱
後
守
護
山
名
氏
の
支
配
力
が
次
第
に
衰
え
、
国
人
は
大

内

・
尼
子
両
大
勢
力
の
間
に
挟
ま
れ
苦
労
す
る
。

庄
官
も
庄
園
を
守
る
為
に
は
、
否
応
無
し
に
戦
い
に
参
加
せ
ざ
る
を
得
な
い
立
場
に

立
た
さ
れ
た
様
で
あ
る
。

〔□
□
十
八
、
政
盛
感
状

（永
正
十
八
年
、　
一
五
二

一
、
宮
政
盛
感
状
こ

去
る
六
日
、
馬
屋
戸
口
合
戦
の
時
に
於
い
て
、
太
刀
を
打
敵
を
討
捕
の
條
、
比
類

無
き
忠
節
に
候
３
い
よ
い
よ
戦
功
を
抽
ん
で
ら
れ
る
可
き
も
の
也
。

傷
っ
て
状
件
の
如
し
。

□
□
十
八
六
月
廿
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
政
盛

（花
押
）

栗
根
助
七
殿

亀
知
新
集
』
七
）

感
状
差
出
者
の
政
盛
は
、
宮
政
盛

（？
～

一
五
二
四
）
と
推
定
さ
れ
宮
政
盛
は
大
永

四
年
に
討
死
し
て
い
る
。
次
に
年
号
の
文
字
が
消
え
て
読
ま
れ
て
い
な
い
が
、
年
号
の
次

に
続
く
十
八
は
十
八
年
の
こ
と
で
、
年
号
推
定
の
手
掛
り
は
十
八
年
の
長
年
号
で
あ

る
。
十
八
年
の
年
号
が
書
か
れ
る
の
は
文
明

・
永
正

・
天
文
に
限
定
さ
れ
、
文
明
十
八

年
で
あ
る
と
充
所
は
栗
根
長
門
守
殿
と
書
か
れ
た
筈
で
、
天
文
十
八
年
と
す
る
と
宮
政

盛
が
没
し
て
後
二
五
年
経
過
し
て
い
る
所
か
ら
、
永
正
十
八
年
以
外
は
考
え
ら
れ
ず
同

年
に
発
給
さ
れ
た
文
書
と
推
定
す
る
。

〔年
未
詳
、
泰
盛
感
状
〕

□
□
□
岩
成
半
時
□
合
戦
敵
を
討
捕
の
條
比
類
無
き
働
き
に
候
。
い
よ
い
よ
戦
功

を
抽
ん
で
ら
れ
る
可
き
も
の
也
。
傷
っ
て
状
件
の
如
し
。

□
□
□
□
六
月
十
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泰
盛

（花
押
）

粟
根
助
七
殿

亀
知
新
集
』
七
）

―-29-―



和
暦
と
発
給
者
共
に
不
詳
の
文
書
で
、
強
い
て
推
定
す
る
と
泰
盛
は
宮
氏
の
一
族
で

宮
政
盛
の
没
後
に
、
宮
氏
の
大
将
と
な
っ
た
人
物
で
は
無
か
ろ
う
か
。

感
状
は
、
合
戦
に
参
加
し
た
将
士
の
戦
功
を
賞
す
る
為
に
出
さ
れ
た
文
書
で
、
武
士

の
誇
り
と
す
る
戦
功
の
証
明
書
で
あ
り
、
武
士
に
と
っ
て
は
最
高
の
名
誉
の
印
で
あ
っ
た

か
ら
、
家
門
の
栄
誉
を
永
く
子
孫
に
伝
え
る
為
に
大
切
に
保
存
さ
れ
て
き
た
。

③
毛
利

一
族
と
山
手
杉
原

一
族
の
関
係

大
内

・
尼
子
の
戦
い
は
、
天
文
九
年

（
一
五
四
〇
）
九
月
、
毛
利
氏
の
態
度
に
不

信
感
を
抱
い
た
尼
子
三
万
の
大
軍
が
、
安
芸
国
に
入
り
毛
利
氏
の
郡
山
城
を
包
囲
す

る
。
城
下
で
の
攻
防
戦
は
四
ケ
月
続
き
、
大
内
氏
の
援
軍
が
尼
子
本
営
を
強
襲
し
た

こ
と
で
大
内

・
毛
利
軍
の
大
勝
と
な
っ
た
。

翌
天
文
十

一
年
春
に
な
る
と
、
今
度
は
大
内
氏
が
尼
子
氏
の
本
拠
で
あ
る
出
雲
に

遠
征
し
、
天
文
十
二
年
三
月
富
田
城
に
攻
撃
を
加
え
る
が
、
要
害
堅
固
な
た
め
攻
陥

不
能
な
状
況
と
な
り
、
大
内
軍
内
に
動
揺
が
起
き
大
内
軍
に
加
わ
り
な
が
ら
、
尼
子

方
に
降
伏
し
て
入
城
す
る
者

（杉
原
理
興

・
他
）
も
出
る
事
態
と
な
り
、
や
む
な
く

大
内
軍
は
総
撤
退
し
た
。
其
の
後
大
内
氏
は
出
雲
攻
略
戦
を
変
更
し
、
天
文
十
二
年

末
か
ら
味
方
を
裏
切
り
敵
方
に
走

っ
た
杉
原
理
興
の
神
辺
城
制
圧
に
力
を
傾
注
す

る
。
戦
い
は
長
期
化
し
延
々
と
天
文
十
八
年
九
月
迄
続
い
た
が
、
杉
原
理
興
が
城
を

脱
出
し
た
事
で
大
内
氏
の
勝
利
と
な

っ
た
。

『福
山
市
史
』
に
依
る
と
、
「神
辺
城
の
戦
い
に
敗
れ
神
辺
城
を
逃
れ
て
尼
子
を
頼

っ

て
い
た
杉
原
理
興
は
、
毛
利

・
陶
両
氏
の
断
交
を
機
会
と
し
て
元
就
に
詫
び
を
入
れ

て
許
さ
れ
、
弘
治
元
年

（
一
五
五
五
）
に
初
め
て
神
辺
城
に
帰
る
こ
と
が
で
き
た
。

帰
国
後
理
興
は
、
毛
利
氏
の
先
鋒
と
し
て
備
中
に
進
攻
し
よ
う
と
計
画
中
、
中
風
の

た
め
弘
治
三
年
の
春
死
去
し
た
。
理
興
の
死
後
は
そ
の
甥
の
山
手
城
主
で
あ

っ
た
杉

原
盛
重
が
、
毛
利
氏
の
許
可
を
得
て
理
興
の
跡
を
継
い
だ
。
」
と
書
か
れ
て
い
る
が
、

果
た
し
て
歴
史
は
福
山
市
史
の
通
り
に
推
移
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

政
治

・
軍
事
よ
り
文
華
を
好
ん
で
い
た
大
内
義
隆

（周
防
以
下
七
ケ
国
の
守
護
）

は
、
天
文
二
十
年

（
一
五
五

一
）
九
月
、
九
州
探
題
肥
前
以
下
三
ケ
国
の
守
護
、
大

友
義
鎮

倉
示
麟
）
の
弟
大
内
義
長

（大
内
晴
英
）
を
擁
立
し
た
、
家
臣
の
陶
隆
房

（晴

賢
）
に
奇
襲
さ
れ
山
口
で
自
刃
す
る
。
陶
隆
房
は
陰
謀
を
決
行
す
る
前
に
、
毛
利
元

就
を
味
方
に
誘
う
動
き
を
見
せ
て
お
り
、
備
後
の
実
力
者
杉
原
理
興
に
も
神
辺
城
落

城
後
暫
く
す
る
と
、
大
内
義
長

・
陶
隆
房
は
勢
力
を
拡
大
安
定
す
る
た
め
、
毛
利
元

就
と
同
様
杉
原
理
興
に
も
誘
い
の
手
を
延
ば
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ

る
文
書
が
あ
る
。

当
時
大
内
氏
の
家
臣
団
は
、
殺
さ
れ
た
大
内
義
隆
の
文
治
派
と
、
大
内
晴
英

・
陶

隆
房
派
の
武
断
派
が
内
部
で
激
し
く
対
立
し
て
お
り
、
山
陰
で
備
後
奪
回
の
時
期
を

狙

っ
て
い
た
尼
子
晴
久
は
、
大
内
氏
の
内
紛
こ
そ
好
機
到
来
と
天
文
三
二
年
五
月
に
、

三
次
市
に
軍
を
進
め
江
ノ
川
の
萩
川
の
瀬
で
毛
利
軍
と
交
戦
し
た
。
文
書
は
そ
の

一

カ
月
前
宗
麟
が
理
興
に
送

っ
た
史
料
。

〔天
文
三
二
年

（
一
五
五
三
）
杉
原
理
興
宛
、
大
内
義
鎮
書
状
〕

毛
利
元
就
父
子

（毛
利
隆
元
）
別
し
て
申
談
ぜ
ら
る
の
由
尤
肝
要
に
候
、
防
家

（大
内
氏
）
の
事
義
長
家
督
の
儀
、
義
鎮

（大
友
）
存
知
同
前
に
候
、
い
よ
い
よ

毎
事
ご
入
魂
に
祝
着
た
る
べ
く
候
、
猶
年
寄
り
共
申
す
べ
く
候
。
恐
々
謹
言
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卯
月
六
日

（天
文
三
二
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
義
鎮
判

杉
原
豊
後
守
殿

∩
閥
閲
録
』
六
八
）

文
意
は
、
（杉
原
理
興
と
毛
利
、
一九
就

・
隆
元
が
特
別
の
話
し
合
い
を
し
た
事
に
触

れ
、
そ
れ
は
非
常
に
大
切
な
事
で
あ
る
。
大
内
義
長
が
周
防
長
門
の
守
護
に
就
任
し

た
事
に
就
い
て
は
、
大
友
宗
麟
と
同
様
に
よ
ろ
し
く
頼
む
。
何
時
も
親
密
で
あ
る
事

に
満
足
し
て
い
る
。
）と
い
っ
た
内
容
の
様
で
、
従
来
の
通
説
で
は
説
明
出
来
な
い
文

書
で
あ
る
。
杉
原
理
興
は
大
内
氏
や
尼
子
氏
に
完
全
に
服
属
し
て
い
た
訳
で
は
な

く
、
状
況
次
第
で
は
寝
返
る
事
も
平
気
で
や
っ
た
。

大
内

・
尼
子
双
方
と
も
昔
ほ
ど
盛
ん
で
は
な
く
て
も
ま
だ
健
在
で
あ

っ
た
こ
と
か

ら
、
元
就
は
理
興
を
味
方
に
し
た
方
が
得
策
と
、
敵
対
関
係
を
解
消
し
よ
う
と
宗
麟

に
仲
介
の
調
停
を
依
頼
し
た
模
様
で
、
進
攻
に
先
立
ち
理
興
と
の
話
合
が
纏
ま

っ
て

い
な
い
と
、
理
興
軍
に
背
後
か
ら
急
襲
攻
撃
を
仕
掛
け
ら
れ
挟
撃
さ
れ
る
懸
念
が

あ

っ
た
。
元
就
は
合
戦
に
先
立
ち
用
意
周
到
な
配
慮
を
巡
ら
し
て
の
出
陣
だ

っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
の
当
時
、
元
就
と
隆
元
は
山
田

（福
山
市
熊
野
町
）
の
渡
辺
出
雲

守
房
に
宛
て
て
、
同
年
五
月
十
日

・
五
月
廿
四
日

・
六
月
九
日
に
、
三
次
の
陣
中
か

ら
手
紙
を
送

っ
て
い
る
。
す
る
と
出
雲
守
房
は
そ
の
都
度
輌
津
要
害
普
請
の
進
捗
状

況
と
か
、
備
南
で
の
出
来
事
を
逐

一
報
告
し
て
い
た
。

当
時
、
渡
辺
信
濃
守
房
と
毛
利
氏
は
緊
密
な
関
係
で
、
永
禄
四
年

（
一
五
六

一
）

正
月
、
毛
利
元
就
父
子
が
小
早
川
隆
景
の
本
拠

（豊
田
郡
本
郷
町
）
雄
高
山
城
を
訪

問
し
た
時
、
正
月
三
日
夜
の
御
会
所
で
の
宴
席
出
席
者
「左
側
上

・
平
賀
殿
（広
相

・

隆
景
と
義
兄
弟
）
隆
元
様

・
隆
景
様

・
内
藤
宮
内
丞

・
福
原

・
渡
辺
越
中
守
、
右
側

上

・
木
梨
殿

（隆
盛

・
隆
景
と
義
兄
弟
）
熊
谷
殿

・
保
利
殿

・
上
原
殿

・
桂
能
登
守

元
澄

・
渡
辺
出
雲
守
房
」
十
二
名
中
に
、
出
雲
守
房
は
含
ま
れ
て
い
た
。

〔天
文
二
三
年

（
一
五
五
四
）
吉
川
元
春
加
冠
状
〕

加
冠
　
与
三

天
文
廿
三
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（吉
川
）

拾
二
月
十
九
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一九
春
御
判

杉
原
千
寿

（春
良
）
殿

貧
閥
閲
録
』
六
八
）

杉
原
千
寿
が
元
服
す
る
際
に
、
吉
川
元
春

（毛
利
元
就
次
男
）
を
仮
親
と
し
て
鳥

帽
子
を
冠
し
て
貰

っ
た
も
の
で
、
童
名
千
寿
を
廃
し
吉
川
元
春
に
依

っ
て
与
三
の
名

前
が
付
け
ら
れ
た
。
鳥
帽
子
親
子
の
関
係
は
実
際
上
の
親
子
関
係
に
準
ず
る
も
の
と

さ
れ
た
。
こ
の
後
元
春
は
千
寿
に
、
名
字
の

一
字
春
を
授
け
て
春
良
と
名
乗
ら
せ
て

い
る
。
千
寿
は
杉
原
理
興
の
孫
に
当
た
り
、
理
興
の
嫡
男
兵
庫
頭
直
良
は
推
定
で
あ

る
が
天
文
五
年
の
頃
、
安
芸
国
府
中
白
井
房
胤
の
娘

（熊
谷
信
直
の
姪
）
を
妻
と
し

て
い
る
。

熊
谷
信
直
の
長
女
は
、
天
文
十
六
年
七
月
の
頃
吉
川
元
春
に
嫁
い
で
お
り
、
吉
川

元
春
が
婚
礼
し
た
時
点
で
、
毛
利
氏
と
杉
原
氏
は
姻
戚
関
係
と
な
り
、
元
春
と
杉
原

一
族
の
関
係
は
想
像
以
上
に
早
く
か
ら
接
近
し
て
い
た
。

従
来
、
吉
川
元
春
と
杉
原
盛
重
の
関
係
は
、
杉
原
理
興
の
没
後
に
後
嗣
問
題
で
、

元
春
が
杉
原
盛
重
を
推
挙
し
た
の
を
、
元
就
が
了
承
し
た
と
す
る
説
が
あ
る
が
こ
の
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説
は
疑
間
で
あ
る
。
理
興
の
嫡
男
杉
原
直
良
は
理
興
よ
り
前
に
若
死
に
し
て
い
た
よ

う
で
、
理
興
が
没
し
た
当
時
直
良
の
二
人
の
子
息
直
盛
と
春
良
は
若
年
で
あ

っ
た

為
、
杉
原
盛
重
が
名
代
と
し
て
活
躍
し
た
と
春
良
の
子
孫
は
伝
え
て
い
る
。

杉
原
盛
重
の
出
自
に
つ
い
て
、
「知
新
集
』
六
、
「芥
川
柳
庵
奮
記
写
」
は
、
摂
津

国
嶋
上
郡
芥
川
村
を
本
貫
地
と
す
る
芥
川
中
川
原
氏
の
子
孫
で
、
民
部
小
輔
盛
房
の

嫡
男
に

「杉
原
播
磨
守
盛
重
　
備
後
国
神
邊
城
主
」
と
系
図
は
記
し
て
い
る
。

天
文
十
七

（
一
五
四
人
）
年
六
几
、
元
春
の
婚
礼
後
元
就
は
神
辺
固
屋
口
に
総
攻

撃
を
加
え
て
い
る
、
総
攻
撃
に
は
大
内
家
か
ら
検
使
と
し
て
、
杉
甲
斐
守

・
弘
中
隆

兼

・
小
原
隆
言
が
派
遣
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
元
就
は
大
内
氏
と
の
手
前
か
な
り

の
激
戦
を
展
開
し
た
様
で
あ
る
が
、
他
の
合
戦
と
異
な
り
死
傷
者
の
少
な
い
戦
い

で
、
神
辺
合
戦
に
関
す
る
限
り
明
ら
か
に
元
就
は
手
加
減
し
て
い
た
と
し
か
考
え
ら

れ
な
い
。
吉
川
元
春
も
初
陣
と
し
て
参
戦
し
部
下
を
三
三
名
負
傷
さ
せ
て
い
る
。
元

就
は
以
後
の
攻
撃
を
平
賀
隆
宗
に
任
せ
、
春
に
な
る
と
吉
川
元
春
と
小
早
川
隆
景
を

伴
い
、
山
口
の
大
内
義
隆
を
訪
問
し
て
長
子
隆
元
の
妻
を
決
め
て
い
る
。
本
気
で
戦

え
ば
早
く
落
城
に
追
い
込
め
る
城
攻
め
を
先
延
ば
し
し
た
た
め
、
同
年
九
月
四
日
夜

に
杉
原
理
興
は
神
邊
城
を
脱
出
し
て
い
る
。

元
就
が
長
和
庄
北
地
頭

（福
山
市
草
戸
町
）
長
井
貞
頼
の
子
孫
福
原
貞
俊
に
宛
て

た
、
落
城
後
三
日
目
の
九
月
七
日
の
書
状
に
は
、
「御
状
披
閲
候
、
神
辺
の
事
去
る
四

日
夜
落
去
必
定
に
候
、
理
興
の
事
切
り
抜
け
ら
れ
る
の
由
に
候
、
実
説
に
候
ら
は
ば

是
よ
り
申
し
入
る
べ
く
候
、
先
々
当
秋
の
動
き
あ
る
間
敷
と
然
る
べ
く
存
じ
候
、」

と
、
元
就
は
理
興
が
何
時
で
も
城
か
ら
脱
出
出
来
る
様
に
配
慮
し
て
い
た
か
の
よ
う

で
、
戦
い
に
は
必
ず
勝
ち
敵
将
を
討
取
る
と
い
っ
た
、
気
塊
や
執
念
が
全
く
感
じ
ら

れ
な
い
淡
々
と
し
た
文
章
で
、
理
興
の
反
撃
開
始
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
二

・
三
ケ

月
以
内
に
は
行
動
を
起
こ
さ
な
い
で
あ
ろ
う
と
予
測
し
て
い
る
事
か
ら
、
大
内

・
毛

利

・
平
賀
の
力
の
及
ば
な
い
場
所
に
理
興
は
落
ち
延
び
、
神
邊
城
取
り
返
し
の
機
会

を
狙

っ
て
い
た
よ
う
で
、
大
内
氏
は
重
臣
青
影
隆
著
を
城
督
に
送
り
込
ん
で
守
備
を

固
め
て
い
る
。

②
盛
重
の
旗
下
と
し
て
粟
根
助
十
郎
山
陰
に
戦
う

毛
利
氏
は
厳
島
合
戦
に
勝
利
し
、
弘
治
三
年

（
一
五
五
七
）
四
月
に
は
、
大
内
義

長
を
長
府
の
長
福
寺
で
自
刃
さ
せ
防
長
二
国
を
領
国
と
し
た
。
四
月
頃
吉
川
元
春
は

石
見
制
圧
を
目
指
し
て
、
石
見
町
の
井
原
雲
井
城
を
攻
め
て
五
月
に
は
陥
落
さ
せ
て

い
る
。
当
時
、
石
見
銀
山
は
国
内
最
大
の
銀
山
で
あ
る
と
同
時
に
、
世
界
の
中
で
日

本
は
銀
の

一
大
産
出
国
で
あ

っ
た
。
目
標
は
大
森
銀
山
山
吹
城
の
奪
取
で
あ

っ
た
。

〔弘
治
三
年

（
一
五
五
七
）
栗
根
助
十
郎
宛
、
杉
原
盛
重
感
状
〕

今
日
石
州
日
和
要
害
岸
窮
に
於
い
て
鑓
を
穿
つ
の
事
眼
前
神
妙
に
候
。
勤
功

と
し
て
賀
茂
の
内
を
以
て
田
萱
町
を
遣
わ
す
も
の
也
、
い
よ
い
よ
心
懸
べ
き

の
事
肝
要
に
候
。
傷

っ
て
感
状
件
の
如
し
。

弘
治
三
年

五
月
式
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
盛
重

（花
押
）

栗
根
助
十
郎
殿

亀
知
新
集
』
七
）
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石見国 日和要害 。右側の山

島
根
県
邑
智
郡
石
見
町
に
日
和
が
あ
り
、
江
川
を
南
東
に
約
二
〇
ｋｍ
湖
る
と
、
標
高

四
〇
〇

ｍ
弱
の
日
和
盆
地
に
日
和
村
は
位
置
し
、
日
和
要
害
と
は
日
和
村
の
日
和
城

（別
称
金
刀
比
羅
山
城
）
と
推
定
す
る
。
合
戦
の
当
日
杉
原
盛
重
が
感
状
を
発
給
し
て

い
る
所
か
ら
盛
重
は
日
和
城
攻
略
戦
に
参
加
し
て
い
た
事
が
判
明
す
る
。
日
和
村
は
、
小

笠
原
氏
が
領
有
し
て
い
た
が
、
天
文
二
二
年
末
に
国
人
福
屋
隆
兼
が
軍
事
行
動
を
起
こ

し
て
い
る
。
毛
利
氏
が
福
屋
氏
を
支
援
し
て
進
攻
を
計
っ
た
よ
う
で
杉
原
盛
重
も
戦
闘

に
参
加
し
て
い
る
。

元
来
、
賀
茂

（勝
田
本
庄
）
の
庄
官
職
を
伝
領
し
て
い
た
栗
根
氏
か
ら
、
杉
原
盛
重

に
賀
茂
の
支
配
権
が
如
何
に
し
て
移
っ
た
か
詳
ら
か
に
出
来
な
い
が
、
考
え
ら
れ
る
こ
と

は
、
粟
根
氏
が
山
名
氏
又
は
宮
氏
の
催
促
に
応
じ
従
軍
し
て
戦
っ
た
た
め
、
大
内
氏
が
賀

茂
を
没
収
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
天
文
二
二
年
以
前
に
大
内

・
毛
利
氏
と
杉
原

理
興
の
間
に
和
解
が
成
立
す
る
と
、
理
興
の
家
督
を
相
続
し
た
盛
重
は
、
安
那
郡

一
帯

の
所
領
宛
行
状
を
発
給
す
る
権
限
を
与
え
ら
れ
て
い
た
。
盛
重
は
感
状
を
発
給
す
る
に

先
立
ち
二
月
九
日
に
は
、
安
那
郡
平
野
（平
野
保
）
の
屋
葦
次
郎
五
郎
に
、
平
野

・
由
野

の
内
給
地
と
し
て
式
拾
貫
文

（『備
陽
六
郡
志
』
安
那
郡
之

一
）
を
宛
行
っ
て
い
る
。

杉
原
理
興
に
従
い
天
文
十
八
年
四
月
、
神
邊
城
下
で
の
戦
い
に
理
興
の
感
状
を
伝
え

て
い
る
三
吉
鼓
系
図

『備
陽
六
郡
志
』
に
依
る
と
、
ョ
一河
守
秀
成
　
天
文
廿
年
ョ
リ
毛

利
二
従
フ
」
と
記
し
て
あ
り
、
毛
利
氏
と
戦
っ
て
い
た
杉
原
理
興
が
天
文
廿
年
頃
、
毛
利

氏
に
家
臣
と
共
に
帰
属
し
た
事
を
示
す
史
料
が
伝
え
ら
れ
妥
当
と
考
え
ら
れ
る
。

杉
原
盛
重
が
弘
治
三
年
二
月
九
日
以
前
に
、
杉
原
理
興
の
跡
を
相
続
し
て
居
た
事
か

ら
、
理
興
の
没
年
月
日
で
あ
る
弘
治
三
年
三
月
の
説
に
誤
り
が
無
け
れ
ば
、盛
重
は
理
興

の
存
命
中
に
跡
目
を
相
続
し
て
居
た
こ
と
に
な
り
、
吉
川
元
春
が
四
番
家
老
の
杉
原
播
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磨
守
盛
重

〔最
初
は
左
近
允
、
永
禄

一
三
年

（
一
五
七
〇
）
以
後
播
磨
守
を
名
乗
る
〕

こ
そ
適
任
と
し
て
推
薦
し
た
、
と
す
る

『陰
徳
太
平
記
』
の
説
は
史
実
と
相
違
す
る
。

時
期
は
不
詳
で
あ
る
が
盛
重
は
、
毛
利
興
元
の
娘
を
妻
（元
就
の
姪
）
と
し
伯
者
の
重
鎮

と
し
て
活
躍
す
る
。

粟
根
氏
は
賀
茂
の
支
配
権
を
昔
日
の
様
に
取
り
戻
す
に
は
、
賀
茂
を
支
配
し
宛
行
権

を
行
使
す
る
事
が
出
来
る
。
杉
原
盛
重
に
忠
節
を
尽
く
し
て
軍
功
を
挙
げ
、
盛
重
か
ら

恩
賞
と
し
て
給
与
を
受
け
る
以
外
に
、
増
加
さ
せ
る
途
は
閉
ざ
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
。

〔引
治
三
年
、
粟
根
助
十
郎
宛
、
吉
川
元
春
書
状
〕

今
度
、
日
和
表
に
於
い
て
一
段
の
御
辛
勢
、
殊
に
手
を
砕
か
れ
御
粉
骨
の
次
第
比

類
無
く
候
。
臆
て
申
し
入
る
べ
く
候
虎
と
か
く
罷
り
過
ぎ
候
。
以
て
の
外
に
候
傷

て
太
刀

一
腰
鳥
目
百
疋
之
を
進
ら
せ
候
。
猶
二
宮
大
膳
亮
申
し
入
る
べ
く
候
。

恐
々
謹
言七

月
五
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一九
春

（花
押
）

栗
根
助
十
郎
殿御
宿
所

∩
知
新
集
』
七
）

芸
陽
防
長
石
五
ケ
国
の
大
守
と
な
っ
た
毛
利
元
就
が
、
三
本
の
矢
と
し
て
有
名
な
三

子
の
結
束
の
教
え
、
隆
元

・
元
春

・
隆
景
に
一
致
協
力
を
求
め
た
教
訓
状
を
書
く
の
が
、

同
年
十

一
月
二
五
日
の
事
で
あ
る
。

③
粟
根
市
介
松
田
新
二
郎
を
生
け
捕
る

永
禄
五
年
元
就
は
長
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
、
尼
子
氏
の
本
拠
富
田
月
山
城
を
攻
略
す

る
た
め
出
雲
に
進
出
、
翌
六
年
富
田
城
北
の
防
衛
拠
点
、
松
田
誠
保

（尼
子
晴
久
の
姉

婿
）
の
守
る
白
鹿
城

（松
江
市
法
吉
町
）
を
攻
撃
し
て
落
城
さ
せ
る
。

〔永
禄
七
年

（
一
五
六
四
）
栗
根
市
介
宛
、
杉
原
盛
重
感
状
〕

去
る
四
日
伯
州
米
子
に
於
い
て
、松
田
新
三
郎
を
討
捕
の
條
比
類
無
き
忠
節
に
候
。

い
よ
い
よ
戦
功
を
抽
で
ら
る
べ
く
も
の
也
、
働
っ
て
状
件
の
如
し
。

永
禄
七二
月
六
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
盛
重

（花
押
）

栗
根
市
介
殿

亀
知
新
集
』
七
）

永
禄
七
年
頃
の
米
子
は
、
町
で
あ
っ
て
も
城
は
無
か
っ
た
様
で
、
吉
川
広
家
に
よ
っ
て
湊

山
に
米
子
城
が
築
か
れ
る
の
は
天
正
十
九
年

（
一
五
九

一
）
の
頃
で
あ
り
、
松
田
新
三

郎
は
何
者
か
不
明
で
あ
る
が
、
姓
名
か
ら
推
定
す
る
と
白
鹿
城
の
松
田
誠
保
の
一
族
と

考
え
ら
れ
る
。

粟
根
市
介
は
粟
根
助
七
の
子
息
の
様
で
、
市
介

。
東
市
介

・
東
市
佑
等
の
名
前
が
見

ら
れ
る
。
ま
た
親
の
助
七
も
、
助
七
の
他
に
助
七
郎

・
助
十
郎
の
名
前
を
記
し
た
書
状
が

残
さ
れ
て
い
る
が
同

一
人
物
の
様
で
あ
る
。
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⑨
粟
根
東
市
介
の
伯
者
国
江
尾
要
害
戦
功

白
鹿
城
の
落
城
で
、
富
田
城
の
水
陸
補
給
路
を
遮
断
し
た
毛
利
軍
は
、
富
田
城
の
支

城
江
尾
城
大
江
城
等
を
攻
略
し
、
富
田
城
を
孤
立
化
さ
せ
総
攻
撃
に
備
え
る
。

江
尾
城

（鳥
取
県
日
野
郡
江
府
町
）
は
日
野
川
の
上
流
船
谷
川
が
合
流
す
る
東
南
に
位

置
す
る
平
山
城
。
（比
高
は
約
五
〇

ｍ
）
城
主
は
蜂
塚
右
衛
門
尉

〔永
禄
七
年
、
粟
根
東
市
介
宛
、
杉
原
盛
重
感
状
〕

去
る
八
月
八
日
伯
州
日
野
郡
江
尾
要
害
に
於
い
て
、
敵

一
人
を
討
ち
捕
り
候
。
粉

骨
の
段
感
悦
極
ま
り
無
く
候
。
い
よ
い
よ
忠
節
を
抽
ず
べ
き
も
の
也
、

傷
っ
て
感
状
件
の
如
し
。

永
禄
七
年
九
月
十
六
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
盛
重

（花
押
）

栗
根
東
市
介
殿

亀
知
新
集
』
七
）

神
邊
町
上
竹
田
の
一一吉
鼓
左
京
亮
も
、
杉
原
盛
重
に
従
い
当
日
の
攻
略
戦
に
参
戦
し

た
様
で
、
本
感
状
と
全
く
同
文
で
宛
所
の

「鼓
左
京
亮
」
だ
け
が
異
な
る
、
盛
重
の
感

状
が
三
吉
鼓
家
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
後
元
就
は
、
全
軍
を
三
手
に
分
け
富
田
城
下
の
三
道
か
ら
同
時
に
攻
撃
を
加

え
、
優
勢
の
つ
ち
に
戦
い
を
進
め
包
囲
網
を
次
第
に
絞
っ
た
た
め
、
城
内
の
急
迫
は

一
層

激
し
く
な
り
、
遂
に
尼
子
義
久
は
永
禄
九
年
十
月
二

一
日
に
降
伏
を
申
し
出
、
一死
就
が

許
し
た
た
め
、
同
年
十

一
月
二
八
日
に
富
田
城
は
開
城
し
た
。

伯者国 江尾要害 駅舎後方の山
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〔年
月
未
詳
、
栗
根
市
介

・
助
七
郎
宛
、
杉
原
盛
重
書
状
〕

長
々
其
の
死
一
入
辛
労
に
て
候
。
音
信
と
し
て
銀
子

一
枚
四
十
□
文
目
之
を
進
じ

候
。
恐
々
謹
言

八
月
九
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
盛
重

（花
押
）

粟
根
市
介
殿

助

七

郎
殿

亀
知
新
集
』
七
）

年
月
と
場
所
を
特
定
出
来
な
い
が
、
此
の
頃
盛
重
は
粟
根
氏
父
子
の
苦
労
を
労
っ
て

銀
子
の
贈
物
を
し
て
い
る
。

永
禄
五
年
頃
迄
、
尼
子
方
の
赤
穴
久
清
が
守
っ
て
い
た
米
子
市
尾
高
の

（初
め
泉
山

城
）
尾
高
城
は
、
毛
利
氏
の
力
添
え
に
よ
り
旧
城
主
行
松
正
盛
が
奪
回
に
成
功
し
た
。

し
か
し
、
一
一年
後
の
水
禄
七
年
末
に
行
松
正
盛
が
病
死
し
た
事
で
、
盛
重
は
西
伯
者
の
要

衝
尾
高
城
主
に
と
抜
擢
さ
れ
た
。
盛
重
に
は
特
別
の
支
配
権
が
付
与
は
れ
て
い
た
様

で
、
永
禄
拾
年
三
月
廿
二
日
米
子
市
日
下
の
瑞
仙
寺
に
対
し
寺
領
安
堵
の
寄
進
状

（発

給
者
、
杉
原
左
近
允
盛
重
）
を
与
え
て
い
る
。

⑩
尾
高
城
の
東
方
国
延
に
於
け
る
粟
根
市
介
の
戦
功

永
禄
十

一
年

（
一
五
六
八
）
四
月
以
来
毛
利
氏
の
主
力
が
、
九
州
で
大
友
氏
と
戦
っ

て
い
た
時
、
山
陰
の
反
毛
利
勢
力
は
尼
子
家
の
再
興
を
計
ろ
う
と
し
て
準
備
し
、
永
禄
十

二
年
六
月
山
中
鹿
之
助

・
立
原
久
綱
ら
は
、
尼
子
勝
久
を
擁
立
し
て
二
万
の
兵
を
集
め

て
再
挙
を
計
り
、
山
陰
の
諸
城
を
攻
略
奪
回
し
富
田
城
も
包
囲
攻
撃
す
る
。
備
後
で
も

伯者国 国信 中央の建物のあたり
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藤
井
皓
玄
が
同
年
八
月
神
邊
城
を
攻
め
落
と
し
て
い
る
ｃ
元
亀
元
年

（
一
五
七
〇
）
正

月
、
一死
就
は
富
田
城
救
援
の
た
め
、
輝
元
を
総
大
将
と
し
た

一
万
数
千
の
大
軍
を
派
遣

し
た
。
こ
れ
に
対
し
山
中
鹿
之
助
を
中
心
と
し
た
尼
子
軍
七
千
は
、
島
根
県
能
義
郡
広

瀬
町
の
布
部
城
で
毛
利
軍
を
迎
撃
す
る
。
最
初
は
尼
子
軍
が
優
勢
で
あ
っ
た
が
、
士
口
川
元

春
が
背
後
か
ら
布
部
城
を
攻
撃
し
た
た
め
、
城
は
落
ち
毛
利
軍
の
勝
利
と
な
っ
た
。

〔元
亀
二
年

（
一
五
七

一
）
栗
根
市
介
宛
、
杉
原
盛
重
感
状
〕

去
る
六
日
伯
州
国
延
合
戦
の
時
に
於
い
て
、
鑓
を
穿
ち
粉
骨
の
段
感
悦
極
ま
り

無
く
候
。
勤
功
と
し
て
備
後
賀
茂
の
内
を
以
て
田
式
町
之
を
遣
し
候
。
い
よ
い

よ
戦
功
を
抽
ん
ず
べ
し
者
傷
′
ヽ
状
件
の
如
し
。

元
式
二
月
十
六
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
盛
重

（花
押
）

栗
根
市
介
殿

Ｑ
知
新
集
』
七
）

伯
州
国
延
は
、
鳥
取
県
西
泊
郡
大
山
町
阿
弥
陀
川
西
岸
、
日
本
海
に
面
す
る
国
延
保

の
国
信
を
遺
称
地
と
す
る
。
大
山
経
悟
院
の
衆
徒
が
尼
子
勝
久
に
味
方
し
た
こ
と
で
、

山
中
鹿
之
助
軍
が
兵
糧
を
経
悟
院
に
送
る
た
め
、
海
上
か
ら
末
石
城

（国
信
の
南
西
）

に
進
出
し
立
篭
っ
て
い
た
。
元
亀
二
年
八
月
に
吉
川
元
春
は
末
石
城
を
取
囲
み
落
城
さ

せ
る
と
、
山
中
鹿
之
助
を
捕
え
尾
高
城
に
送
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
盛
重
は
国
延
で
山
中

鹿
之
助
と
戦
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
、
尾
高
城
に
囚
わ
れ
の
身
と
な
っ
て
い
た
山

中
鹿
之
助
は
、
番
卒
を
欺
き
脱
走
し
て
再
挙
を
計
り
、
因
幡
の
各
地
で
盛
重
を
相
手
に

激
闘
を
展
開
す
る
ｃ

①
自
兎
海
岸
近
く
の
因
幡
宮
石
に
於
い
て
粟
根
市
介
戦
う

盛
重
の
因
幡
攻
撃
の
拠
点
と
な
っ
た
八
橋
城

（鳥
取
県
東
伯
郡
東
伯
町
八
橋
）
は
、

永
禄
七

（
一
五
六
四
）
年
九
月
頃
か
ら
翌
年
に
か
け
て
毛
利
方
と
な
っ
て
い
た
が
、
元
亀

元
年
九
月
頃
に
は
尼
子
方
の
、
福
山
二
郎
左
衛
門

・
横
道
源
介
ら
が
立
篭
っ
て
い
た
。
翌

元
亀
二
年
八
月
吉
川
元
春
は
、
南
条
宗
勝

・
山
田
重
正

・
武
田
高
信
に
出
陣
を
命
じ

開
城
さ
せ
て
い
る
。
し
か
し
、
天
正
三
年

（
一
五
七
四
）
正
月
に
は
再
び
尼
子

・
山
名

方
の
手
に
落
ち
て
い
た
。
盛
重
が
領
有
す
る
の
は
同
年
以
後
の
出
来
ご
と
で
、
そ
の
後
、

尼
子
勝
久

・
山
中
鹿
之
助
と
毛
利
勢
と
の
間
で
攻
防
戦
が
繰
り
返
さ
れ
、
次
第
に
毛
利

勢
が
優
勢
と
な
っ
て
行
く
。

〔天
正
四
年

（
一
五
七
六
）
栗
根
市
介
宛
、
杉
原
盛
重
感
状
〕

去
る
二
月
四
日
因
州
官
石
に
於
い
て
、
敵

一
人
を
討
ち
捕
る
の
条
比
類
無
き
忠
節

に
候
。
い
よ
い
よ
戦
功
を
抽
ん
ず
べ
き
も
の
也
、
傷
っ
て
感
状
件
の
如
し
。

天
正
四
年
二
月
九
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
盛
重

（花
押
）

栗
根
市
介
殿

亀
知
新
集
』
七
）

吉
川
元
春
軍
は
日
本
海
の
海
岸
を
東
進
し
、
田
公
新
右
衛
門
尉

。
子
息
新
介
ら
が

篭
城
し
て
い
た
、
自
兎
海
岸
に
程
近
い
尼
子
の
拠
点
宮
吉
城

（鳥
取
県
気
高
郡
気
高
町

宝
木
）
を
攻
め
落
と
し
た
。
合
戦
で
勝
利
を
得
た
吉
川
元
春
は
気
高
郡
鹿
野
町
の
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加
知
弥
神
社
に
文
書
を
残
し
て
い
る
。
天
正
四
年
二
月
九
猥
付
き
の
析
願
状
に
は
元
春

が
官
吉
城
の
落
去
に
つ
い
て
報
謝
し
併
せ
て
今
後
の
先
勝
を
祈
念
し
て
い
る
。

元
春
の
祈
順
次
と
盛
重
の
感
状
が
同

一
日
付
で
あ
る
事
は
、
盛
重
が
官
吉
城
攻
略
戦

に
参
加
し
て
い
た
事
を
示
す
も
の
で
、
因
州
官
石
と
は
気
高
町
宝
木
の
東
隣
奥
沢
見
に

鎮
座
し
て
い
る
、
板
井
神
社
に
（御
書
体
が
方
六
尺
余
の
膏
石
）
ち
な
ん
で
、
富
書
城
の

隣
接
地

一
帯
を
宮
石
と
呼
称
し
て
い
た
様
で
あ
る
。
以
上
の
事
か
ら
杉
原
盛
重
軍
が

戦
っ
た
場
所
は
官
吉
城
の
東
裏
側
に
当
た
る
揚
手
で
あ
っ
た
。

宮
吉
城
を
南
方
に
約
二
ｋｍ

（浜
村
温
泉
と
自
兎
海
岸
の
中
間
を
流
れ
る
河
病
用
を

南
進
）
行

っ
た
所
に
、
旧
村
名
を
饉
高
村
と
称
し
た
所
が
あ
る
。
同
地
で
の
雛
承
伝

承
に
依
る
と
、
杉
原
盛
重
の
子
入
道
重
高
が
弘
治
年
中
に
雲
龍
愛
宕
山
を
居
城
と
し

て
困
幡
を
平
定
し
よ
う
と
し
て
同
年
中
に
綸
死
し
た
。
し
か
し
、
杉
漂
氏
の
因
幡
進

出
は
天
正
初
期
で
あ
る
事
か
ら
ハ
死
没
年
に
疑
問
は
残
る
も
の
の
周
辺
地

一
帯
で
、

杉
原
盛
重
が
活
躍
し
て
い
る
事
跡
を
考
慮
す
る
と
、
重
高
の
墓
説
は
か
な
り
真
実
性

が
有
り
否
定
出
来
な
い
。
墓
の
位
置
は
河
内
川
の
左
岸
、
坂
本
谷

（瑞
穂
谷
）
を
約

一
〇
〇

ｍ
余
り
奥
に
入
っ
た
畿
裾
の
基
地
の
中
に
あ
る
０
自
然
石
を
燿
い
て
建
立
し

た
も
の
で
、
高
さ
約
八
〇

鎌
幅
は

一
辺
約
二
〇

鑢
弱
で
刻
字
は
無
く
、
墓
の
後
方
に

大
き
な
漆
の
本
が

一
本
あ
り
、
墓
の
存
在
を
示
す
標
記
は
見
当
ら
な
い
。

⑬
感
重
死
の
影
も
知
ら
ず
羽
衣
石
城
攻
め

伯
者
理
を
平
定
し
、
続
い
て
因
幡
更
に
但
馬
に
東
断
を
計
る
毛
利
氏
は
、
天
正
の
始
頃

か
ら
、
尾
高
城
に
杉
原
盛
重
を
入
れ
て
西
伯
者
三
郡
を
治
め
さ
せ
、
東
儀
者
の
河
村

・

久
米

・
八
橋
三
郡
は
羽
衣
石
城
の
南
条
宗
勝

（後
子
息
元
続
）
に
領
有
さ
せ
た
。
毛
利

氏
と
織
溝
氏
が
互
い
に
武
力
を
持
っ
て
抗
争
す
る
様
に
な
る
と
、
懐
柔
工
作
に
依
り
相

手
の
武
将
を
離
反
さ
せ
、
味
方
を
増
大
し
優
位
に
立
と
う
と
し
て
い
た
。
毛
利
氏
は
播
磨

の
三
本
城
主
別
所
長
治
と
、
摂
津
の
伊
丹
城
主
荒
本
村
重
を
味
方
と
し
た
。
反
対
に
織

田
氏
は
、
天
正
七
年
山
陽
遭
備
前
の
宇
喜
多
直
家
に
、
続
い
て
山
陰
道
の
羽
衣
石
城
主

（鳥
歌
察
東
伯
郡
東
郷
町
羽
衣
石
）
南
条
元
続
を
叛
か
せ
た
。
翌
天
正
八
年
羽
柴
秀
吉

が
但
馬
か
ら
因
幡
に
進
攻
し
た
た
め
、
毛
利
と
織
轟
の
間
で
一
進

一
退
の
戦
い
が
続
き
、

敵
味
方
の
城
が
入
り
乱
れ
て
存
立
し
て
い
た
。

大
軍
を
擁
し
て
進
撃
し
て
来
る
秀
吉
軍
か
ら
困
幡
国
を
守
り
抜
く
に
は
、
鳥
取
城
を

死
守
す
る
事
が
最
善
と
判
断
さ
れ
、
城
将
に
勇
猛
果
敢
な
吉
川
経
家
が
選
ば
れ
る
と
、

経
家
は
天
正
九
年
二
月
十
八
銀
、
四
〇
〇
余
名
の
将
典
と
共
に
海
路
に
よ
り
鳥
取
城
ヘ

重高村 伝杉原入道重高の墓
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入
城
し
た
ｃ
一
方
秀
吉
は
、
城
攻
め
が
包
囲
持
久
戦
と
な
る
事
を
見
越
し
、
兵
糧
攻
め

の
準
備
に
着
手
し
、
時
価
の
数
倍
２
昌
値
で
因
幡
国
内
の
米
穀
類
を
集
め
若
狭
へ
回

送
。
姫
路
城
に
滞
在
し
て
い
た
秀
吉
は
、
同
年
六
月
二
五
日
二
万
の
大
軍
を
率
い
て
進

発
し
、
七
月
十
二
日
に
は
鳥
取
城
の
包
囲
網
を
完
成
さ
せ
て
い
る
。

兵
糧
の
入
手
に
困
っ
た
経
家
は
、
兵
糧
の
補
給
を
元
春
に
懇
請
す
る
と
、
一九
春
は
七
月

二
日
、
若
千
の
糧
食
と
兵
士
を
鳥
取
城
中
に
入
れ
る
事
に
成
功
し
た
。
此
の
兵
士
の
中

に
、
杉
原
盛
重
の
家
臣
横
山
弥
太
郎

・
南
方
半
助

・
完
道
政
道
、
有
地
の
家
臣
有
地
左

京
、
古
志
の
家
臣
古
志
蔵
人
等
の
鳥
取
城
加
勢
者
が
い
た
。

八
月
に
入
る
と
、
秀
吉
方
の
細
川
藤
孝
は

一
五
〇
〇
余
名
の
将
兵
を
率
い
て
、
大

船
数
隻
の
兵
糧
を
攻
囲
軍
に
供
給
し
た
。
少
し
遅
れ
て
千
代
川
口
に
達
し
た
毛
利
水

軍
は
、
細
川
軍
と
戦
い
穀
物
輸
送
船
五
隻
を
分
捕
ら
れ
、
更
に
伯
者
泊
城
（河
口
城

・

毛
利
水
軍
の
拠
点
）
の
毛
利
軍
の
船
舶
六
五
隻
迄
も
奪
取
さ
れ
、
吉
川
元
春
の
補
給

作
戦
は
遅
れ
が
原
因
で
大
失
敗
。
鳥
取
城
へ
の
支
援
は
伯
者
か
ら
因
幡

へ
至
る
連
絡

道
路
が
早
急
に
必
要
と
な
り
、
敵
対
す
る
羽
衣
石
城
と
鹿
野
城
を
落
城
さ
せ
る
事
が

目
下
最
大
の
急
務
と
な
っ
て
い
た
。

〔天
正
九
年

（
一
五
八

一
）
栗
根
東
市
佑
宛
、
杉
原
盛
重
感
状
〕

去
る
十
三
日
伯
州
三
徳
南
條
に
於
い
て
、
相
働
く
の
時
合
戦
に
及
ぶ
事
日
中
三
度

に
至
、
鑓
を
穿
ち
比
類
無
き
事
尤
も
以
て
神
妙
也
、
忠
功
の
為
備
後
国
賀
茂
の
内

に
抱
え
の
地
の
田
式
町
を
以
て
之
を
遣
わ
す
、
先
例
に
任
せ
全
た
く
知
行
有
る
べ

し
、
い
よ
い
よ
軍
功
を
励
む
べ
き
も
の
也
、
傷
っ
て
感
状
件
の
如
し
。

天
正
九
年

八
月
十
五
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
盛
重

（花
押
）

栗
根
東
市
佑
殿

亀
知
新
集
』
七
）

伯
州
三
徳
は
、
鳥
取
県
東
伯
郡
三
朝
町
三
徳
で
、
三
朝
温
泉
の
東
に
位
置
す
る
。
倉

吉
と
鳥
取
を
結
ぶ
倉
吉
往
来
が
通
り
、
南
に
標
高
九
〇
〇

ｍ
の
三
徳
山
が
響
え
、
そ
の

山
麓
か
ら
山
頂
へ
か
け
て
修
験
道
の
、
天
台
宗
三
徳
山
三
仏
寺
が
あ
り
奥
院
は
国
宝
（投

入
堂

・
平
安
時
代
後
期
の
建
造
）
で
、
納
経
堂

・
地
蔵
堂

・
文
殊
堂
は
重
要
文
化
財
。

南
条
氏
か
ら
は
寺
領
と
仏
具
が
寄
進
さ
れ
て
い
る
南
条
氏
ゆ
か
り
の
寺
院
で
あ
っ
た
。

吉
川
元
春
は
難
局
を
打
開
し
よ
う
と
子
息
元
長
を
八
橋
城
に
派
遣
し
、
盛
重
と
共

に
標
高
三
六
〇

ｍ
の
羽
衣
石
城

（三
朝
温
泉
の
北
約
四
ｋｍ
）
を
攻
略
し
て
、
後
顧
の
憂

い
を
除
こ
う
と
し
て
戦
う
の
で
あ
る
が
、
落
城
も
間
近
な
状
態
迄
攻
め
る
が
開
城
さ
せ

る
迄
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
一二
徳
は
羽
衣
石
城
を
後
方
か
ら
支
援
し
た
要
所
で
あ
り
、
羽

衣
石
城
の
落
武
者
が
因
幡
に
逃
れ
る
間
道
に
も
連
な
っ
て
い
た
。

盛
重
は
、
自
分
の
余
命
が
後
四
ケ
月
余
り
し
か
保
た
な
い
事
も
知
ら
ず
、
必
死
に
な
っ

て
難
局
を
打
開
し
よ
う
と
毛
利
氏
の
為
に
忠
節
を
尽
す
の
で
あ
る
が
、
戦
局
は
好
転
せ

ず
鳥
取
城
に
救
援
軍
を
送
る
事
が
出
来
な
か
っ
た
。
」ヽの
た
め
、
鳥
取
城
の
将
兵
は
悪
戦

苦
闘
を
続
け
兵
糧
は
欠
乏
し
、
牛
馬
は
言
う
に
及
ば
ず
稲
株

・
草
根

・
木
皮
迄
食
べ
、

甚
だ
し
き
は
死
人
の
肉
を
も
食
す
る
に
至
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
糧
道
を
断
た
れ
餓

死
者
が
次
第
に
増
加
す
る
悲
惨
な
光
景
を
、
吉
川
経
家
は
見
る
に
忍
び
ず
、
秀
吉
と
開

城
の
条
件
を
話
し
合
い
城
兵
の
命
を
助
け
る
事
を
条
件
に
、
経
家
は
同
年
十
月
二
五
日

自
決
し
壮
烈
な
最
期
を
遂
げ
た
。
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伯者国 手前八橋駅 後方八橋城

盛
重
は
天
正
九
年
十
月
十
二
日
、
大
山
西
明
院
衆
徒
に

■
久
古
庄
之
内
地
頭
散
田

坪
者
、
堀
内
弐
段
之
地
利
等
、
文
珠
為
新
寄
進
相
付
申
候
、
庄
在
井
本
役
之
儀
如

前
々
、
有
御
調
御
祈
念
可
畏
入
候
、
依
寄
附
之
状
如
件
。
」
『鳥
取
県
史
つ

の
寄
進
状

を
発
給
し
、
同
年
十
二
月
二
五
日
に
八
橋
城
で
没
し
て
い
る
。
盛
重
の
没
後
家
督
を
相

続
し
た
長
男
の
杉
原
元
盛
は
、
如
何
な
る
事
情
が
あ
っ
て
か
弟
景
盛
に
、
天
正
十
年
十
月

二
六
日
に
殺
害
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

○
苦
労
人
小
早
川
隆
景
の
配
慮

天
正
十
九
年
十
二
月
、
沼
隈
郡
山
田
郷
を
領
有
し
て
い
た

一
乗
山
城
主
渡
辺
氏
に
、

領
地
替
令
が
出
さ
れ
遠
国
に
移
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、
困

っ
た
渡
辺
氏
は

最
期
の
手
段
と
し
て
、
筑
前
名
島
の
隆
景
に
愁
訴
す
る
と
、
隆
景
は
即
刻
弟
の
穂
田

元
清
と
毛
利
元
康
に
書
を
送
り
、
備
後
の
渡
辺
氏
は
他
の
家
臣
と
異
な
り
毛
利
興
元

（元
就
の
兄
）
以
来
の
特
別
の
功
臣
の
家
柄
で
あ
る
か
ら
、
豊
臣
秀
吉
に
は
内
証
に

し
て
領
地
替
え
を
撤
回
す
る
様
に
諭
し
、
分
別
し
て
山
田
郷
を
元
の
通
り
渡
辺
氏
に

返
し
置
く
様
指
示
す
る
と
、
二
人
の
弟
は
納
得
し
て
山
田
郷
を
渡
辺
氏
に
安
堵
さ
せ

て
い
る
。
名
将
隆
景
に
は
家
臣
に
対
す
る
暖
か
い
配
慮
が
感
じ
ら
れ
る
。

毛
利
氏
は
家
臣
に
対
す
る
支
配
力
が
安
定
す
る
と
、
杉
原
元
盛
の
死
に
疑
念
を
抱

き
調
査
し
た
結
果
、
景
盛
の
行
為
は
無
道
の
企
て
で
あ

っ
た
と
し
て
、
毛
利
輝
元
が

処
断
を
下
す
た
め
の
行
動
を
起
こ
す
直
前
の
天
正
十
二
年
八
月
四
日
、
事
情
を
知

っ

た
隆
景
は
、
高
須
三
郎
左
衛
門
と
神
辺
城
の
城
番
国
司

・
児
玉

・
兼
重
の
三
名
宛
に

書
状
を
送
り
、
吉
川
氏
配
下
の
杉
原
盛
重
の
旧
臣
達
が
不
穏
な
動
き
を
起
こ
さ
せ
な

い
様
指
示
し
て
い
る
。
吉
川
氏
は
剛
直
で
あ

っ
て
も
家
臣
の
動
向
に
あ
ま
り
関
心
を
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払

っ
て
い
な
い
。
前
記
隆
景
の
二
通
の
文
書
は
津
之
郷
町
の
横
山
家
に
伝
え
ら
れ
て

い
る
が
、
当
日
も
う

一
通
の
書
状
を
神
辺
城
城
番
に
送

っ
て
い
た
。

〔天
正
十
二
年

（
一
五
人
四
）
神
辺
城
城
番
宛
、
小
早
川
隆
景
書
状
〕

栗
根
長
門
守
の
事
、
元
盛
相
果
ら
れ
候
刻
よ
り
節
目
忘
却
無
き
の
由
、
吉
田
ヘ

申
し
越
さ
れ
候
、
当
家
無
二
の
仁
に
候
、
何
等

（篇
力
）
仰
せ
合
わ
さ
れ
、
彼

の
地
下
中
狼
藉
等
こ
れ
無
き
様
、
堅
固
の
御
裁
判
肝
要
た
る
べ
く
候
、

恐
々
謹
言
。

左
衛
門
佐

八
月
四
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
隆
景

（花
押
）

国
司
右
京
亮
殿

児
玉
小
次
郎
殿

兼
重
弥
三
郎
殿
亀
備
後
史
談
』
備
後
古
文
書
輯
五
、
諸
家
零
簡
集
）

栗
根
長
門
守
と
栗
根
東
市
佑
は
同

一
人
物
と
推
定
さ
れ
、
栗
根
長
門
守
は
杉
原
元

盛
の
没
後
、
杉
原
氏
の
家
督
争

い
に
荷
担
せ
ず
毛
利
家
に
忠
節
を
尽
く
す
事
を
郡
山

城
に
申
し
送

っ
て
い
た
。
毛
利
家
に
と

っ
て
無
双
の
武
士
で
あ
る
と
照
会
し
、
神
辺

周
辺
で
杉
原
家
臣
達
が
騒
動
を
起
こ
さ
な
い
様
に
、
対
策
を
樹
て
る
事
を
指
示
し
た

文
書
で
、
隆
景
は
人
の
長
所
を
熟
知
し
粟
根
長
門
守
の
活
用
を
計

っ
て
い
る
。

ま
た
、
隆
景
か
ら
神
辺
城
城
番
に
送
ら
れ
、
城
番
か
ら
急
ぎ
横
山
備
中
守
に
伝
達

し
た
と
推
定
さ
れ
る
文
書
は
、
３
横
山
備
中
守
事
、
元
盛
被
相
果
候
刻
ョ
リ
、
筋
目

無
忘
却
内
儀
被
申
越
、
吉
田
江
馳
走
之
仁
候
、
何
篇
被
仰
合
、
彼
地
下
中
狼
藉
等
無

之
様
、
堅
固
之
御
裁
判
可
為
肝
要
候
、
恐
々
謹
言
。
八
月
四
日
　
隆
景

（花
押
と
、

『横
山
家
文
書
Ｌ

と
記
さ
れ
、
両
書
状
は
殆
ど
内
容
が

一
致
し
て
い
る
。

隆
景
の
書
状
か
ら
推
定
す
る
と
、
栗
根
東
市
佑
は
盛
重
の
没
後
安
那
郡
加
茂
の
地

に
住
ん
で
い
た
模
様
で
あ
る
が
、
慶
長
五
年
■

六
〇
〇
）
、
毛
利
家
が
関
ケ
原
合
戦

の
罪
を
問
わ
れ
防
長
に
改
易
さ
れ
た
時
、
毛
利
氏
に
従
い
栗
根
氏
も
周
防
国
山
代
に

移

っ
て
い
っ
た
様
で
、
同
地
は
、
永
禄
三
年

（
一
六
五
〇
）
十
月
に
吉
川
元
春
が
五

〇
〇
貫
、
永
禄
五
年
九
月
に
熊
谷
信
直
が
二
五
〇
貫
与
え
ら
れ
た
土
地
で
あ

っ
た
。

従
来
、
備
後
安
那
郡
賀
茂
の
地
に
就
い
て
、
江
戸
時
代
後
期
以
後
地
元
で
は
上
賀

茂
社
領
で
あ
る
と
信
じ
ら
れ
て
き
た
。
誤
伝
の
原
因
を
推
考
す
る
と
、
上
賀
茂
社
領

を
記
し
た
史
料
は
、
Ｇ
西
備
名
Ｅ
』
巻
三
十
六

。
安
那
郡
直
原
村
の
条
）
で
、
「此
邊

を
加
茂
の
庄
と
云
ふ
は
、
（中
略
）延
喜
式
、
割
封
戸
奉
諸
国
の
中
に
、
加
茂
上
社
十

姻
、
備
後
と
見

へ
た
り
。
此
故
に
此
邊
を
加
茂
の
庄
と
云
ひ
、
此
郷
に
加
茂
大
明
神

を
祭
る
」
を
読
ん
だ
歴
史
家
が
、
史
料
の
真
偽
判
定
を
行
わ
ず
其
の
侭
盲
信
し
た
結

果
の
様
で
、
『西
備
名
Ｅ
』
の
筆
者
は
、
上
賀
茂
社
領

（甲
努
郡
有
福
庄
）
と
下
賀
茂

社
領
が
、
備
後
に
存
在
し
て
い
た
事
実
を
知
ら
な
か
っ
た
様
で
あ
る
。
「西
備
名
Ｅ
』

の
出
典
の
源
は
、
『朝
野
群
載
』
の

「割
封
戸
奉
寄
諸
社
、
（中
略
）
天
永
元
年

（
一

一
一
〇
）
十

一
月
十
日
摂
政
右
大
臣
正
三
位
藤
原
朝
臣
、
（中
略
）
賀
茂
上
社
十
畑

（煙

の
別
体
字
）
備
後
五
姻
」
が
原
典
で
、
以
上
の
事
か
ら
、
後
世
に
編
纂
さ
れ
た
史
料

を
用
い
る
際
は
、
慎
重
な
検
討
を
行

っ
た
後
に
用
い
た
い
も
の
で
あ
る
。
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毛
利
弘
元

元
就

【

「

安
芸
吉
田
庄
郡
山
城
主

妻
福
原
広
俊
末
娘

熊
谷
元
直

安
芸
三
入
庄

妻
宮
若
狭
守
娘

杉
原
匡
信

山
手
城
主
播
磨
守

杉
原
氏
関
連
略
推
定
系
図 妻

吉
川
国
経
娘

元
亀
二
年
六
月
十
四
日
没

隆
元
吉
川
元
春
天
正
十
四
年
没

山
手
城
主
　
若
死

兵
庫
頭
伯
者
守

元
長

広
家

直
盛

春
良

元
盛
左
近
允

？
天
正
十
年
四
月
二
五
日

本
芳
善
松
居
士

景
盛
又
二
郎

？
天
正
十
年
八
月
没

花
翁
原
春
居
士

縫白
殿井
助善
越始L
中 :

守

動
鍾
左
近
太
夫
　
　
　
　
　
　
　
　
珈
書
働
職
脚
鍵
城
主

天
正
九
年
十
二
月
二
五
日
没

嫌
駒
劉
刊
―
∃
口
訂

一　

　

　

　

　

女
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栗
根
道
善
入
道

粟
根
氏
推
定
系
図

長
門
守
雅
包

助
七
助
七
郎

助
十
郎

市
介

（長
門
守
）

東
市
介

東
市
佑


